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辺野古・高江の新基地建設反対！麻布米軍ヘリ基地を撤去させよう！安倍改憲を阻止しよう！

本日、
皆さん！

安倍政権はいま、県民投票で示された沖縄県民の意

思を踏みにじり、米軍新基地建設のために辺野古沿岸

の新たな区画への土砂投入を強行しています。

美しい自然を破壊し、他国への侵略部隊である米海

兵隊基地を増強することは、沖縄県民はもとより日本

国民として許すことはできません。

しかもこの新基地建設計画は軟弱地盤の存在が明

らかになったことで、いまや政府自身が完成までの期

間も費用も見通しが立てられなくなっています。

私たちは政府に対して工事を中止して計画を撤回

し、合わせて普天間基地の閉鎖と撤去を要求します。

また安倍内閣はいよいよ憲法改悪を掲げて６月の

国会会期末に衆議院を解散して、衆参同時選挙に持込

み、あわよくば今年中にも憲法改悪を進めようとする

動きもあります。

このこのような情勢のもと、私たちの麻布米

軍ヘリ基地撤去運動は、本日５２周年を迎えま

した。私たちは本日の撤去集会を成功させて、

沖縄はじめ全国の闘いに首都のど真ん中からも

応えていきましょう。

私たちは当面のいっせい地方選挙に続き、夏の参議院選挙の時期にかけて、安倍改憲を阻止し

て民主主義を守るための正念場の大きな闘いが始まることを肝に銘じて頑張りましょう。

本日の集会がそのための一歩となるよう成功させましょう。

そして六本木から、沖縄から、日本中から米軍基地を追い出しましょう！
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18:00 受付開始、カレーライス炊出し開始

うたごえ……ピースサンデー合唱団

18:30 開会

主催者挨拶と実行委報告、共同代表紹介……川崎 悟(麻布ヘリ基地撤去実行委 委員長)

18:45 連帯挨拶①……横田基地撤去で闘う仲間から、その他の仲間から

19:00 連帯挨拶②……国会議員、港区議会議員の皆さんから

19:20 集会決議の提案・採択

19:25 閉会挨拶、団結ガンバロー

19:30 デモ出発→基地ゲート→国美正門→Ｍタウン前→六本木左折→三河台公園解散(20:15頃）

4･18ヘリ基地撤去集会

麻布米軍ヘリ基地撤去実行委員会

実実実行行行委委委員員員会会会ニニニュュューーーススス

本日の

集会プログラム
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東京都の担当官に要請書を手交

麻布ヘリ基地撤去と当面の安全対策を！省庁要請行動(4/8)
４月８日(月)、実行委員会代表５名は、東京都、防衛省、外務省の担当部署に対して麻布ヘリ

基地の撤去と当面の安全策や騒音対策を求めて要請を行いました。

アメリカ大使館は我々への面会はもとより門前での要請書受け取りさえ拒否する事態が続い

ているため、要請書は郵便で送付しました。

私たちは毎年の基本要求《①ヘリ基地の撤去、②離発着に当たって騒音や危険性を減らすため

の当面の措置》のほか今回は特に次の２点を要請しました。

①昨夏の全国知事会では全会一致で日米地位協定の改定を決議した。従来は基地を抱える自治

体だけの要求であったものが全国知事会で一致したのは画期的である。これを踏まえて地位協定

改定のため措置を執るよう強く求める、

②米軍ヘリの飛来ルートは2020年予定の「羽田新ルート」と交差することから、米軍ヘリが羽

田管制に従うようになる、と国交省首都圏空港課が明言した。管轄違いではあろうが、この経緯

について知るところがあれば明らかにしてほしい。

ヘリ基地返還部分の工事は今年後半に
----東京都

  都市整備局基地対策部の基地対策担当・櫻井課長

と調整担当・古川統括課長代理ほか１名が対応。

①全国知事会が日米地位協定の改定を提言したこ

とについては、都知事も積極的に推進する立場である、

沖縄県が調査した同盟他国との地位協定比較レポー

トは全国知事が共有している、と回答。②については

知らなかったので調べたい、との回答だった。

また麻布ヘリ基地の返還部分の公園化については

今年度後半から工事に入る予定で、工事詳細について

は都市整備局都市基盤部が担当であることが判った。

しかしヘリ基地の騒音現状調査要求に対しては相

変わらず「都の仕事ではない、国が行うべき」の一点

張りで、「都民の安全と生活を守るのは都の仕事では

ないか」と私たちが追求しても聞く耳を持たず極めて

お役所的な対応だった。

また、東京都として麻布ヘリ基地に調査に入ること

はできないかと質すと、「横田基地とは交流があるの

で入れるが、赤プレは陸軍管轄であり内部に入る許可

が得られない」とのことであった。

総じて昨年同様、今回の都側の対応は極めて消極的

であった。東京都を都民の立場に立たせるために、次

回はこちらも材料や攻め方を一層工夫する必要があ

ると思った。

あきれた棒読み回答とヤル気のなさ
----防衛省

地方協力局の地方調整課の神藤部員や地方協力企画

課・在日米軍調整室の金谷部員ほか３名が対応。

①日米地位協定の問題については「これまでも効果的

かつ機敏に個々の問題に対処してきた」などと、どの面

下げて言えるのかとあきれるほど空疎な棒読み回答で、

あまりの中身のなさにツッコミどころがすぐには見つ

けられないほどであった。

②に対しては「国交省の管轄なので回答できない」と

しながらも、担当官はこれまで米軍ヘリが羽田の管制下

に入っていないことすら知らなかったことが明らかに

なった。

また、先頃国会で明らかになった日米合同委員会の秘

密合意すなわち「米軍機の管制状況その他の飛行情報は

秘密にする」の文書についても担当官は「知らなかった」

との回答だったので、私たちは確認せよと要求した。

その他、当面の米軍ヘリの騒音や安全性については、

私たちがどんなに危険で規則破りの飛行をしているか
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の実態を示しても、防衛省側は「米軍は運用に当たって

飛行の安全性や周辺住民への影響が最小限になるよう

留意している、と承知している」の一点張りで聞く耳を

持たず、これほどヤル気のない担当官の対応も久々のこ

とであった。

我々の要請で米軍に是正申入れが実現
---久々に話の噛み合った対応の外務省

北米局・日米地位協定室の西班長ほか１名が対

応。①日米地位協定については「全国知事会とし

て初めて改訂を提言したことは重く受け止めてい

る」「与党の一部からも改訂要望が出されており、

ドイツ・イタリアでの協定と一律に比較すること

はできないが、今の状況のままで良いとは思って

いない。日本としてこの状況は変えなくてはいけ

ないと思っている」と回答。私たちは、当日の東

京都や防衛省の回答があまりにお粗末だっただけ

に、この率直で道理のある回答を得て、正直嬉し

く思った。

②については都と同様、知らなかったので調べ

たいとのこと。

この他、当面の米軍ヘリ飛行の安全性や騒音低

減については私たちが「これらは地位協定の改定

を待たずに改善できることである、要するに米軍

司令官からパイロットに『米軍自身の規則を守っ

て飛ぶように』と注意させればすむことだ」と述

べると、担当官はそれはそうだと応え、さらに昨

年の私たちの要請行動後に外務省前任者が直接米

軍に是正を申し入れたことを報告した。それに対

して米軍司令部側は「駐機場への直接離発着はし

ないようにしている。ただし天候上などの理由で

駐機場に発着せざるを得ない場合もある」と回答

したとのこと。私たちは「昨年の要請を受けて直

接米軍に是正を申し入れてくれたことは評価する

が、米側のその回答はにわかには信じられない。

なぜなら国立新美術館建設前に東大の研究所建物

上を横切って離発着したことが何度もあり、その

つど防衛施設庁に抗議したが、その当時も『風向

きによってはやむを得ず既定コース外で離発着す

ることもある』と言いわけしていた。しかし実際

は風向きと関係なく建物上を飛んでいたからだ。

今回の米側回答も、手放しでは納得できない」と

応えた。

日米地位協定の他国との比較について、ドイツ

では米軍人に対する一次裁判権が自国内には無い

事例などを担当官は示したが、私たちは「それは

ドイツ国民がドイツ国内で改善すべきこと。日本

では例えば自国の飛行機が自国の空を飛ぶのにな

ぜ外国軍の許可を得なければならないのか？本来

は外国軍の飛行機が飛ぶときに『飛んでもいいで

すか』と日本政府に許可を求めるのが当たり前で

はないか。」と地位協定の改定を主張すると、担

当官は理解を示した。

総じて今回の担当官は、私たちの要請行動では

まれに見る率直で有能そうな行政官と見受けた。

要請終了時に「私たちは省内の机上で仕事して

いると判らないこともある。皆さんの話を聞けて

理解が進んだ。今後ともご教示願いたい」と挨拶

され、今日の要請行動に手応えを感じることがで

きた。

要請行動後の反省会では「外務省の担当官の対応はリップサービスだ」と辛い評価の参加者

もいましたが、おおかたは好意的印象を受けたと思います。ぜひ今回の担当者には私たちの期

待に応えて省内で頑張ってほしいと願うものです。（Ｉ記）

防衛省に要請する実行委員会メンバー

外務省担当者に要請書を手交
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11/10基地フィールドワークの感想文から（その２）
昨年の11月10日に実行委員会主催で行ったフィールドワークには、都内はじめ近県から３５

名の方が参加して、実行委員スタッフの案内と解説で六本木の米軍ヘリ基地を現地調査しまし

た。当日寄せられた感想文のうち、ニュース前号では紙面の都合で載せられなかった分をご紹

介させて頂きます。

----------------------------------------------------------------------

▼何度か飛来を見ています。すごい音でした。実

態がわかりました。(北区・Ａさん）

▼都心のど真ん中に米軍基地があり、住民に騒音

など与えている。横田のオスプレイともども反対

していきましょう。私も訴えていきます。(港区・

Ｎさん）

▼初参加です。

・こんな機会がまたあり、他の人も多く参加でき

ると良いです。

・基地のみと思っていましたが、周辺が基地関係

(米)軍の占有地なのですね。

・息子が近くのＴＶ朝日の会社なのでさっそく話

したいと思いました。

５０年の活動に敬意を表します。早く無くした

いと願いました。（杉並・Ｍさん）

▼あまりにも知らなかったことを知りました。自

分なりにこの周辺を歩いてみようと思います。

(目黒・Ｎさん）

▼あることは知っていましたが実際に見た事は

なかったので、一度は来たかったので今日は参加

出来て良かったです。先ほども言われていました

が、一つ一つの基地をなくすのは大変でも政府が

もういらないというような政府をぜひ早急に作

っていかなければとあらためて思いました。(昭

島・Ａさん）

▼百聞は一見に如かず……家内の介護があり出

かけることを迷いましたが、お伺いして良かった

と思います。無謀な戦争の負の遺産がこんな形で

残っているのを知り、いささかショックを受けま

した。やはり国民のニーズを反映する政府を樹立

するしか、打開の道はないのではないですか。（調

布・Ｉさん）

▼東京の都心にこんなヘリポート(米軍の）があ

るなんてあらためて”基地はいらない”と思いま

した。横田、座間と結んだネットワークを米軍は

フルに利用していることの実感もしました。（足

立・Ｏさん）

▼日米地位協定は、全く米国の言うがままである。

こんな協定を無くさねば、日本の独立などありえ

ない。もちろん日米安保が根源ではある。この基

地を多くの人達が見ること、実感することが大切

です。(我孫子・Ｓさん）

▼ヘリ基地の撤去に対する行動がもっと知りた

かった。(太田・Ｋさん）

▼新書「知ってはいけない」で知って、またＪＣ

Ｐサポーターまつりで来て、おどろいたことが鮮

明です。今日はお世話さまでした。（入間・Ｉさ

ん）

▼現地を自分で見ることが大事で、麻布基地の実

情・実態を知る機会になって良かった。多くの

人々に知らせる必要があるし、横田基地は少しは

知りながらこの麻布はまったく知らなくて、戦後

すぐにこの基地が占領されたことを知って、都民

として恥ずかしく思います。(西東京・Ｉさん）

▼青山墓地の近くだと思った。エンジンを止めな

いのは全く不当だ。(青梅・Ｉさん）

▼先日のＪＣＰサポーターまつりで見られなか

ったのでリベンジでした。(練馬・Ｋさん）

▼個人で来ることは難しいので貴重な機会でした。

(朝霞・Ｎさん）

  六本木に米軍基地は要らない！ 麻布ヘリ基地告発ＤＶＤ

  NO BASE in ROPPONNGI
申込みは麻布実行委まで。頒価\3000

Part2
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各界の方々からの連帯メッセージ
本日の４・１８麻布ヘリ基地集会に寄せて戴いたメッセージをご紹介します。(50音順、敬称略。4/17現在）

**********************************************************************************************

赤松宏一（日本原水協顧問）

皆さまの毎年欠かすことのない「麻布米軍ヘリ

基地撤去」のたたかいに心からの敬意と連帯を表

すものです。

皆さまの斗いこそ、日本を米軍基地にしばる対

米従属の日本の政治を根本から否定する斗いで

す。この基本的闘争は安倍政権を打倒するととも

に日本の独立をかちとる安保条約廃棄の闘争を

発展させる根本的闘いです。４・１８集会の成功

を祈ります。

井筒宣弘（自由民主党港区議会議員）

いつもご苦労様です。選挙期間中故事務所の時間

で動きますので、良いご返事が出来ないかもかも

知れません。申し訳ございません。

糸数慶子（参議院議員）

麻布の米軍基地撤去の実現のため、日々ご尽力

されている皆様に心からの敬意と連帯の意を表

します。

東京の空、日本全国の空を、米軍機が行き来し、

日本国民の命とくらしを脅かし続けることを許

す日本政府は、一体誰のための政府でしょうか。

戦争が終わって74年たちました。未だに、外国の

軍隊が日本を占領し続けています。日本は独立国

家と言えるでしょうか。日本には国民主権、平和

主義、基本的人権の尊重を唱える素晴らしい日本

国憲法がありますが、安倍政権の数々の政策、国

会運営の在り方は明らかに憲法の軽視、ひいては

国民軽視であり、看過できるものではありません。

沖縄では、世界一危険と言われる米軍普天間飛

行場周辺の住民が起こした米軍機の飛行差止め

と損害賠償を国に求めた第二次普天間爆音訴訟

の控訴審判決が出ました。残念ながら、住民のく

らしを脅かす米軍機に対し、司法は飛行差止めを

求めず、賠償額も減額されました。日本では司法

すら、人権を軽視し続けています。大変情けない

ことです。

日本は変わらなければなりません。民意を無視

し、新たに米軍基地を造り、日本を戦争できる国

に導こうとしている安倍政権、絶対に許すことは

できません。今こそ、一致団結して、日本国憲法

の理念を遵守する国、日本を取り戻そうではあり

ませんか。ともに頑張りましょう。どうぞよろし

くお願いします。

猪熊正一、大滝実、風見利男、

熊田ちづ子（日本共産党港区議会議員団）

福島宏子（港地区子育て・福祉の相談室長）

野口博基（港地区くらしと雇用対策委員長）

「４．１８麻布米軍ヘリ基地撤去集会」にご参

加の皆さんに連帯のメッセージを送ります。区議

会議員選挙中で参加できず残念です。

日本共産党港区議員団は、第１回定例区議会の

代表質問で、沖縄のように区民総ぐるみの大運動

が必要なことを提案し、 麻布米軍ヘリポート基

地・ニューサンノー米軍センター撤去を求める区

民大集会を開き、撤去決議を採択し、代表団を選

出し、アメリカ大使館、防衛省、東京都への要請

を行うよう求めました。

区長は「区はこれまで、基地撤去の要請を区議

会や地域の区民の皆様とともに継続して行って

きた。引き続き、様々な方法により、区議会や区

民の皆様とともに、粘り強く取り組んでいく」と、

正面からの答弁を避けています。

みなさんの運動で、区民大集会が開けるよう、

区に声を上げて下さい。

私たち共産党区議団は４人から５人へと議席

を増やし力を大きくし、危険なヘリ基地を一日も

早く撤去するため、ともに頑張る決意です。

集会が大成功することを願っています。

海江田万里（衆議院議員）

本来ならば集会に直接参加すべきところです

が、統一地方選終盤のため出席できません。

最近、アメリカのトランプ大統領が訪日のたび、

横田基地からヘリコプターで麻布基地に着陸す

るのが常態になっています。事前の準備も含めて

麻布基地の利用頻度が多くなり、周辺住民の騒音

被害も増大しています。こうした状況をなくすに

は、麻布米軍ヘリ基地を撤去するしか方法があり

ません。

私も国会で麻布米軍ヘリ基地撤去を求める皆

さんと連帯して闘います。

金子 勝（立教大学名誉教授）

「麻布米軍ヘリコプター基地」撤去運動は、沖縄

辺野古基地反対運動と同じ質の運動であると思

います。沖縄の民衆の闘い方と同じように、平和

的手段で、ねばり強く、あきらめないで闘うこと

によって、最後に勝利できると思います。

辺野古基地建設反対が勝利し、麻布米軍ヘリ基

地撤去が勝利する、その時まで、連帯して頑張り

ましょう。沖縄と本土の運動は、結ばれています。
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小池晃（参議院議員・日本共産党書記局長）

麻布米軍ヘリ基地撤去！４・１８集会にお集ま

りのみなさんに、連帯のメッセージを送ります。

「六本木に米軍基地はいらない」と、米軍基地撤

去の運動が始まって５０年以上、長いたたかいを

支えられてきた皆さまの活動に敬意を表します。

都心のど真ん中にある「麻布ヘリポート」は、

２３区唯一の米軍基地であり、多くの住民や働く

人たちは、常に騒音被害や墜落の危険にさらされ

ています。この間、米軍機の事故は沖縄県にとど

まらず、４月１日には、岩国から厚木に向かう途

中のオスプレイが伊丹空港に緊急着陸、一時滑走

路を閉鎖されるなど、事故が相次いでいます。ひ

とたび事故が起これば大惨事となる危険と隣り

合わせなのが、この麻布ヘリポートです。

一日も早い麻布ヘリポートの撤去とともに、日

本全土の米軍基地撤去のために、みなさんと力を

合わせ、ご一緒にがんばります。

平田真吾（奄美大島在住の創価学会員）

お元気でしょうか？創価学会の平田真吾です。

呼びかけありがとうございます。

私は昨年秋、両親の高齢化に伴う介護で故郷奄

美大島に引き揚げました。

奄美は気がつけば大規模なミサイル基地が二

箇所も稼働しています。

在日米軍は、ここも自由に使うことでしょう。

仮に撤退したとしても、現政権及び日本の防衛利

権複合体は、辺野古を中心として南西諸島の要塞

化を徹底する模様です。

この度のお招きにはお応えできませんが、首都

圏在住の私の仲間や有志に呼びかけてみます。

私の願いは、沖縄に首都を置いた東アジア共同

体の構築です。基地は不要になります。

玉城デニーの応援で創価学会の旗をふり無告

の学会員を鼓舞したのは私の古い友人です。南の

地より民衆自決の波を起こしてまいります。

どうぞよろしくお願いします。

宮本 徹（衆議院議員）

麻布米軍ヘリ基地の撤去、そして東京、日本か

ら基地をなくすため、長きにわたり運動に取り組

まれてきたことに、心から敬意を表します。

主権国家である日本の首都のど真ん中で、住民

の安全と生活をおびやかす、米軍基地が存続する

ことは許されません。

今、都内各地では、区市町村議会選挙がたたか

われています。この異常な政治をただす審判で、

異常な対米従属をただす政治をつくっていきま

しょう。私も基地のない日本をめざし、ともにが

んばります。

守谷浩一（座間市議会議員）

集会参加のみなさまに、心からの連帯のメッセ

ージを送ります。本日は集会のご盛会、おめでと

うございます。みなさまに心から敬意を申し上げ

ます。

座間市と相模原市にまたがるキャンプ座間の、

キャスナー飛行場から、この麻布米軍ヘリ基地に、

米軍ヘリのブラックホークが行き来しています。

ブラックホークといえば、2016年２月に山中湖

村で窓を落下させる事故を起こした機体です。落

下物事故、はいそうですか、と許されるものでは

ありません。日米地位協定の抜本改定が必要です。

キャンプ座間と麻布米軍ヘリ基地、どちらもヘ

リ騒音に、墜落や部品落下の危険性、こういう共

通点があります。

このことから、麻布米軍ヘリ基地の関係自治体

である港区や東京都と、座間市も連携して、国に

基地撤去を求めることを、昨年６月の座間市議会

で質問をしました。現状を大いに知らせて、基地

返還につなげていきたいと思います。

平和をねがう皆さま、ともにがんばりましょう。

吉田敏浩(ジャーナリスト)

麻布米軍ヘリ基地撤去！４・１８集会のご案内

をいただきまして、まことにありがとうございま

した。いつもお世話になります。

たいへん意義深い催しで、でき

ましたら参加したいと思ってい

ましたが、原稿の締め切りがあり

ますため、まことに残念ですが参

加できそうにありません。まこと

に申し訳ございません。

ご盛会をお祈り申し上げます。

今後ともよろしくお願い申し

上げます。

渡辺眞知子（キリスト者政治連盟）

「麻布米軍ヘリ基地撤去！４・１８集会」のお

知らせをお送り下さいまして、まことにありがと

うございます。

麻布米軍ヘリ基地は、強者が暴力をもって弱者

を制する見本のような存在ですね。

米国とは対等な関係を構築していくべきで、全

国知事会も、昨年７月日米地位協定の抜本改定を

含む「米軍基地負担に関する提言」を全会一致で

採択しました。

暴力（軍事力）は、遺物、残滓（残りかす）で、

国と国との意見の違いは、ねばり強い外交努力に

よって解決すべきと考えています。

1967年以来、長きにわたって活動を続けてこら

れた皆さまに敬意を表し、４・１８集会の盛会を

心より祈っています。
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各界の方々からの連帯メッセージ(4/18追加分) 

本日の４・１８麻布ヘリ基地集会に寄せて戴いたメッセージを追加でご紹介します。 

 

吉良よし子（参議院議員） 
 「麻布米軍ヘリ基地撤去集会」にお集まりのみなさん、長年にわたり声をあげ、運動を

続けていらっしゃることに、心からの連帯と敬意を表します。 

 都民の頭上を我が物顔で飛び回り、騒音のみならず墜落の危険を振りまく麻布米軍基地

は一刻も早く撤去し、都民のために土地を活用するべきです。私も引き続き、皆様と力を

合わせて政府に求めてまいります。 

 昨年、沖縄・辺野古で座り込みを続ける方から、現地で直接うかがった「勝つ方法はあ

きらめないこと」という言葉に本当に励まされています。 

 あきらめず、声をあげるその先にこそ希望が開かれます。 

安倍改憲をなんとしてもストップし、国民の声届く政治を、みなさんとご一緒に築く決意

です。 

 今後とも大きなご支援を心からお願いいたします。 

 

 

 

(資料) 
以下は、全国知事会が2018年7月に全会一致で採択し、同8月14日に日米両政府に対して提出した、 

日米地位協定の見直しを求める提言です。 

 

米軍基地負担に関する提言 

 

全国知事会においては、沖縄県をはじめとする在日米軍基地に係る基地負担の状況を、

基地等の所在の有無にかかわらず広く理解し、都道府県の共通理解を深めることを目的と

して、平成２８年１１月に「米軍基地負担に関する研究会」を設置し、これまで６回にわ

たり開催してきました。 

研究会では、日米安全保障体制と日本を取り巻く課題、米軍基地負担の現状と負担軽減

及び日米地位協定をテーマに、資料に基づき意見交換を行うとともに、有識者からのヒア

リングを行うなど、共通理解を深めてきました。 

その結果、 

① 日米安全保障体制は、国民の生命・財産や領土・領海等を守るために重要であるが、米

軍基地の存在が、航空機騒音、米軍人等による事件・事故、環境問題等により、基地周

辺住民の安全安心を脅かし、基地所在自治体に過大な負担を強いている側面がある。 

② 基地周辺以外においても艦載機やヘリコプターによる飛行訓練等が実施されており、騒

音被害や事故に対する住民の不安もあり、訓練ルートや訓練が行われる時期・内容など

について、関係の自治体への事前説明・通告が求められている。 

③ 全国的に米軍基地の整理・縮小・返還が進んでいるものの、沖縄県における米軍専用施

設の基地面積割合は全国の７割を占め、依然として極めて高い。 
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④ 日米地位協定は、締結以来一度も改定されておらず、補足協定等により運用改善が図ら

れているものの、国内法の適用や自治体の基地立入権がないなど、我が国にとって、依

然として十分とは言えない現況である。 

⑤ 沖縄県の例では、県経済に占める基地関連収入は復帰時に比べ大幅に低下し、返還後の

跡地利用に伴う経済効果は基地経済を大きく上回るものとなっており、経済効果の面か

らも、更なる基地の返還等が求められている。 

といった、現状や改善すべき課題を確認することができました。 

米軍基地は、防衛に関する事項であることは十分認識しつつも、各自治体住民の生活に

直結する重要な問題であることから、何よりも国民の理解が必要であり、国におかれては、

国民の生命・財産や領土・領海等を守る立場からも、以下の事項について、一層積極的に

取り組まれることを提言します。 

  

 

記 

 

１ 米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任で騒音測定器を増やすなど必要な実

態調査を行うとともに、訓練ルートや訓練が行われる時期について速やかな事前情報提

供を必ず行い、関係自治体や地域住民の不安を払拭した上で実施されるよう、十分な配

慮を行うこと 

 

２ 日米地位協定を抜本的に見直し、航空法や環境法令などの国内法を原則として米軍にも

適用させることや、事件・事故時の自治体職員の迅速かつ円滑な立入の保障などを明記

すること 

 

３ 米軍人等による事件・事故に対し、具体的かつ実効的な防止策を提示し、継続的に取組

みを進めること 

また、飛行場周辺における航空機騒音規制措置については、周辺住民の実質的な負担

軽減が図られるための運用を行うとともに、同措置の実施に伴う効果について検証を行

うこと 

 

４ 施設ごとに必要性や使用状況等を点検した上で、基地の整理・縮小・返還を積極的に促

進すること 

 

 

平成３０年７月２７日 

 

全 国 知 事 会 


